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令和4年2月市議会定例会環境経済委員会資料

第 18号議案令和4年度長崎市観光施設事業特別会計予算
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年度

個人

月

団体

夜間独占利用

4月

53,749

主圧
i,、、

18,102

5月

料

78,151

^

個人

34,927

3,舗4

6月

団体

夜問独占利用

75,705

37,056

208

18' 459

1,390

5,782

7月

霊
J●卑、

119,0卵

32,024

グラバー園入園者数

料

220

3,784

9,171

個人

8月

59,299

50.759

団体

192

夜問独占利用

1,802

12,367

3,0船

2,755

9月

12.805

43,950

41,320

令和3 工3月は、見込L

0新型コロナウイルス感染症の影響による施設供用停止期問

・令和3年4月28日から6月7日

・令和3年8月10日から9月12日

,令和4年1月21日から3月6日

328

2,662

料

12,404

8,178

2,879

10月

66,005

2,699

60,415

1,410

1,661

10,942

6,090

21,466

4,126

Π月

17' 128

4,975

57,850

2,084

55,946

1,・709
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11,釘2

16.539

19,643

5,292

727

12月

13,938

釘,290

2,213

3,009

40,375

186

14,部4

3,064

28,641

11,釘5

4,708

721

1月

6,423

4,740

80,483

4,473

6,488

32,620

183

24,021

1,624

44,459

11,403

3,002

670

2月

18,626

10,456

6,982

55,435

4,886

36,189

40,015

1,030

28,711

10,251

4,086

373

3月

585

25,652

5,783

48,109

5,381

6,904

23,356

【単位:人】

60,881

2,385

フ,554

3,954

2,093

3,142

合計

10,397

43,418

48,533

5,237

532

541,960

3認

12,693

40,852

3,409

4,919

183,210

37,147

993

37,581

27,491

1,099

469

5釘

16,902

4,482

5,421

18,314
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43,354

61,062
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769,218
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【単位:人】
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頁 款

グラバー園

費

予算説明

4

1 概要

グラバー園の適正な管理運営及び利用者に対するサービス.の提供のため、長崎市が支払う経

費に関するもの。

2 事業内容

グラバー園管理費

項

グラバー園

事業費

目

報償費(展示品借用謝礼金)

需用費(修繕料)

グラバー園

管理費

役務費(手数料、保険料)

番号

委託料(埋設物維持管理計画策定業務委託※、展示品移送業務委託等)

使用料及ぴ賃借料(展示品賃借料、展示サーバ賃貸借)

公課費(消費税及ぴ地方消費税)

^^^■^^^^^^^.^.^^●q^^開^"^■^■^^^^^^^^^^

事

負担金、補助及び交付金(電子計算費負担金、長崎間税会会費)

2 -1

業

グラバー園運営費

名

事項

※グラバー園埋設物維持管理計画策定業務委託予算額:14,刀0千円

3

予算額

財源内訳

事業費

千円

61,799

千円

引,799

・十

国庫支出金

予算額(千円)

千円

4 事業実施の必要性とその効果

本市を代表する観光施設であるグラバー園の適正な維持管理、運営を行い、利用者に対し、

より良いサーピスを提供し、施設の適正な管理運営が図られることで、利用者の利便性及び満

足度の向上につながる。

県支出金

財

30

20,147

461

21,022

源

千円

地方債

内

55

84

20,000

※グラバー園休憩所使用料(1千円)

グラバー園土地使用料(10千円)

観光施設整備基金繰入金(20,147千円)

グラバ」園利用料金受入金(41,・640千円)

グラバー園修繕料精算金(1千円)

千円

訳

その他※

劇,799

千円

61,799

一般財源

千円

4

書

合

塑
 
1
 
器
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48,900千円

5

吹

予算説明害

グラバー園

費

【補助】耐震化推進事業費

1 概要

グラバー園旧長崎地方裁判所長官舎は、明治16年に建築され、昭和騏年に現在の位置に移築さ

れた建物であるが、躯体全体の老朽化が進んでおり、令和2年度に耐震診断を行った結果、耐震

基準を満たしていないことが判明したので、利用者の安全性を確保するため、耐震補強等工事を
実施するもの。

2 事業内容

(1)事業期間令和3年度から令和4年度まで【総事業費:81,800千円】

(2)工事予定期間令和4年9月から令和5年3月まで(施設利用停止期聞)

令和3年度事業【事業費:32,900千円】※繰越明許費:32,360千円(工事請負費)

項

グラバー園

事業費

目

グラバー園

管理費

番号

事

4-1

【補助】耐震化推進

事業費旧長崎地方

裁判所長官舎

業

仮設工事

名

工事名称

解体工事

耐震改修工事

設備工事

予算'額

共通仮設工事

共通経費等

その他

千円

48,900

素屋根、足場、養生シート設置

外壁、内装の一部解体

令和4年度事業【事業費:48,900千円】

ヨンクリート基礎新設、木軸部補強

設備機器撤去

仮設工事

摘要

仮囲い設置、誘導員配置

工事名称

改修工事

現場管理費、ヤ般管理費等

耐震偽区体)改修

印刷製本費、委託費

設備工事

共通仮設工事

共通経費等

その他

素屋根、足場、養生シート撤去

外壁、内装の改修

構造用合板等による耐震補強

設備機器復旧、新設

金額

摘要

仮囲い撤去、誘導員配置

現場管理費、一般管理費等

フ,497千円

印刷製本費、委託費

12,063千円

522千円

388千円

2,543千円

計

9,347千円

540千円

32,900千円

金額

5

4,150干円

21,220千円

3,訟0千円

1,710千円

2,360千円

15,680千円

400千円

頁

合

合

詑
 
1
 
部



3 財源内訳

事業費

千円

48,900

国庫支出金※1

干円

24,250

内財 ゛,、

一般財源地方債※3県支出金※2

干円千円千円

4,9009,700

※1:国宝重要文化財等防災施設整備費補助金補助率12

※2:指定文化財保存整備事業補助金補助率15

※3:公営企業債充当率100%(交付税措置率%)

※4:観光施設整備基金繰入金

事業実施の必要性とその効果

旧長崎地方裁判所長官舎は、グラバー園を訪れる多くの市民や観光客が利用している建物で

あるが、耐震基準を満たしておらず、利用者の安全性を確保するためには、耐震補強等工事を

行う必要がある。

契約①解体ほか工事
業費:32,360,000円以内

5 耐震診断結果

補強 後補強前IW IW

上部構造評点
280.乃

⇔ IW値が1.000以上ならぱ耐震基準を満たしていると診断される。

上部構造評点とは、大地震時(震度6強から震度7程度)の外力に対して、建物が保有する

耐力の安全率を算出した数値を示す。

訳

その他※4

千円

10,050

6 今後のスケジュール(予定)

令 和

9月6月

和

9月スケジュール

4年度

12月

●10月下旬完了

3年度

12月 3月

●9月下旬契約

←一ーーーーーーー

契約②耐震補強工事

業費:48,500,000円以内

3月
●V11 公告

●2/2 契約

6月

令



7 園内配置図

旧長崎地方裁判所長官舎

明治 16年築(昭和54年移築)

木造2階建

延床面積:155,84 市

参考伝建地区内の長崎市所有建造物修理スケジュール(予定)

年度旧グラバー住宅旧オルト住宅旧りンガー住宅

旧長岫局商表門衛所

旧グラバー住宅

.^'

旧ウォーカー住宅

,

0

令和元年度

00

令和2年度

日万ルト住宅

旧りンカー住宅

令和3年度

保存修理工事

(H30~R3)

令和4年度

耐震診断

実施設計

(R元~R2)

令和5年度

旧長崎地方

裁判所長官舎

耐震診断

実施設計

(R5~R6)

耐震補強工事

(R8~R11)

耐震補強工事

(R4~R7)

耐震診断

実施設計

旧自由亭

耐震補強工事

(R3~R4)

備考

耐震補強工事

旧三菱第2ドックハウス(平成28年度完了)

旧スチイル記念学校(平成29年度完了)

旧ウォーカー住宅(平成30年度完了)

旧グラバー住宅(令和3年度完了)

耐震診断・実施設計



8

款

予算説明

グラバー園

費

1 概要

グラバー園旧自由亭は、明治11年に建築され、昭和49年に現在の位置に移築された建物で

あるが、利用者の安全性確保を目的とし、建物の耐震診断及び耐震補強等実施設計を行うも

の。

項

グラバー園

事業費

2 事業内容

(1)旧自由亭耐震診断・耐震補強等設計業務委託【19,400千円】

(2)業務予定期間令和4年5月から令和4年11月まで

目

グラバー園

管理費

3 財源内訳

番号

事

4-2

事業費

業

【補助】

事業費

名

千円

19,400

耐震化推進

旧自由亭

国庫支出金※1

予算額

4 事業実施の必要性とその効果

旧自由亭は、グラバー園を訪れる多くの市民や観光客などが利用している建物であり、利

用者の安全性を確保するためには、耐震性能を確認し、必要に応じた耐震化整備を行う必要

がある。

千円

19,400

千円

9,700

県支出金※2

財

5 施エスケジュール

令和4年度耐震診断・耐震補強等実施設計

令和5年度耐震補強工事

※1

※2

※3

※4

千円

3,880

源

国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金補助率V2

指定文化財保存整備事業補助金補助率V5

公営企業債充当率100%(交付税措置率一%)

観光施設整備基金繰入金

地方債※3

内

千円

1,900

その他※4

千円

3,920

一般財源

千円

書

訳

頁

器
 
1
 
部



6 内配置図

旧自由亭

明治 11年築(昭和49年移築)
木造2階建

延床面積:167.91 市

7

旧ウ万ーカー住宅

旧グラバー注宅

現況写真

旧りンガー住宅

長澗伝統芸能館

.



頁

6

、

【単独】グラバー園施設整備事業費

款

予算説明

グラバー園

費

1 概要

グラバー園のエスカレータ等の経年劣化に伴う年次改修を行い、利用者の安全性確保など

を図るもの。

2 事業内容

項

グラバー園

事業費

目

印刷製本費

グラバー園

管理費

項目

番号

エスカレータ及ぴ動く歩道

年次改修工事

事

5-1

業

【単独】グラバー

園施設整備事業費

エスカレータ改修

名

印刷製本費

3

エスカレータ(1・ 2号機)

・減速機ギアオイル取替

・トラス清掃・補修

・手摺チェーン取替等

動く歩道(1・ 2号機)

・加圧口ーラー取替

・手摺チェーン取替

・移動手摺取替等

財源内訳

予算額

.

事業費

内容

千円

23.000

千円

23,000

4 事業実施の必要性とその効果

施設の年次改修を行うことにより、グラバー園の利便性の向上と、利用者の安全性の確保

が図られる。

国庫支出金

千円

事業費(千円)

県支出金

財 J '、

千円

100

地方債

内

22,900

訳

千円

その他※

千円

23,000

※観光施設整備基金繰入金

一般財源

干円

10

書

詑
 
1
 
器



5 園内配置図

動く歩道(1・2号機)

゛

旧三菱第2 ドックハウス

,.、.,..,)、

エスカレータ(1・2号機)

旧オルト住宅

...

00
..

旧スチイル記念学校

ゞ

ク

.

長崎伝統芸百



年度

和

個 人

団

月

体

無

4月

うち無料循環バス利用
(夜景観光推進事業)

料

14,352

畢

5月

2,376

17β87

フロープウェイ利用者数

個

6月

364

人

団

2,065

17,092

3,744

体

無

7月

402

2,498

うち無料循環バス利用
(夜景観光推進事業)

20,354

468

料

9,059

・十

.

603

8月

109

2,556

936

4,321

15,319

個

9月

178

24

フ73

人

10,173

団

940

12,908

627

10月

体

209

令和3年又3月は、見込IL

0新型コロナウイルス感染症の影響による施設供用停止期間

・令和3年4月28日から6月7日

・令和3年8月10日から9月12日

,令和4年1月21日から3月6日

2,075

1,344

うち無料循環バス利用
(夜景観光推進事業)

16,468

15,956

59

料

2,943

3,561

・十

11月

184

3,192

2β00

14,436

15,921

16

113

4,37B

12月

758

2,787

2,721

1 18

80

19,514

12,521

3,039

15

3,792

5,フ76

1月

436

2,263

198

1,088

19,078

525

613

11,616

4,591

55

フ,621

3,763

2月

235

2,482

1,247

76

13,844

796

11,997

325

5,907

11β24

28

1,475

3月

279

2,100

213

【単位:人】

13,142

761

93

510

756

8,159

8,082

3β84

7β33

2,525

222

1,911

228

1,181

12,729

29

12,808

786

681

33

149,362

1,504

1,537

6,195

197

2,508

102

1,780

16,528

90

8,312

287

8,616

25

57フ

2,615

1β70

9β10

3,573

1,633

1,188

65

190

169,463

1,361

137

1,627

22

6,962

6,302

9,517

140

26,フ78

255

106

869

212

10,926

2,032

953

50,687

5,135

185

128

1,531

274

2,107

10,598

6,699

27

1,311

1,278

1,363

フフ

54,105

5,239

5,000

フ,948

690

30

46,481

80

3,089

5,110

1,060

970

50,630

フ,246

合計

年
度

令

計

元
年
度

令

年
度

無

令

枯

手
 
2

手
 
3



350,000

300,000

250,000

302.190

292.155

200,000

214,729

259,713

8 0ープウェイ等利用者数推移

150,000

224,939

219,044

197,205

16B.462

1且0,750

100,000

170,153

160,316
175.518

149,072

135,210

113,029

104.718

213.150

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

96.338

222,019

203.427

00

0

H元 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 HIO H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3
(見込

※「ロープウェイ利用者数」{ま「個人」「団体」「無料」の総数 【単位:年度】

186,764

170,574

162,811

ロープウェイ利用者数

一◆一夜景観光推進事業のホテル回遊バス利用者数

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

88938

84,194

スカイウェイ人数

■■

136,501136,854

143.892

■

スロープカー利用者数(R2.1.31~)
※令和元年度以前は、無料送迎ワゴン、乗合タク
^ : 、ノ、

70,809
68.286 66,939

126,722

114.844

180,182

156,781

8,593

92,919
5,62 90,354

9,フフフ

190365
195,21

160,250

107.426

120,323

76,057

01,584

195,32

106,56

169,463

102258

123,726

93,969

105β7 96,4

..

Q202

5

お

642

豊島

開
巨
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、

,
一
■
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1使用料及び手'数料

事

1建

2士

項

3繰

物

,地

歳

名

使

2観光施設整備基金繰入金

4繰

般

使

用

入

9,446

1繰

5諸

用

'5,762

計繰入金

料

10ープウェイ利用料金受入金

料

越

度

算

入

20ープウェイ光熱水費等負担金

9 事項別内訳書(ロープウェイ)

金

.

越

279

3 雑入(ロープウェイ修繕料精算金)

6市

収

275

10ープウェイ施設整備事業債

金

61,768

4

金

32,768

285

差引増▲減

29,000

入

281

114,036

4

113,825

90.636.

▲6

113,722

23,400

債

'6

2

'52,268

102

特

口

事

'57β6B

60,767

口

定

14,500

60,658

5,600

項

般

14,500

プ

財

ロープウェイ事業管理費

プウェイ事業費

(1)ロープウェイ事業運営費

財

歳

ず

108

源

ウ

名

(2)夜景観光推進事業共催費負担金

(経常経費小計

源

53,058

三十

11,600

工

2

53,064

・十

11,600

イ

基

3

・十

費

'6

索道施設整備事業費

①長崎口

金

(投資的経費小計

157,604

2,900

2

出

度

算

積

195,134

公

2,900

32,768

'

1π

190β72

150,942

2利

プウェイ設備

107,442

1 )

3

3

96,052

繰

84,468

金

債

185,688

90,636

予

(単位:千円)

22,974

186,688

143,212

107,442

差引増'減

108,212

3 )

.

出

61,552

84,841

43,500

費

'57β68

備

23,371

9,446

金

43,500

108,212

3,684

フ,730

43,500

子

▲770

44,192

金

特

'373

35,000

43,764

費

▲397

定

35,000

428

'フ70

般財

35,000

財

42,476

1,000

源

42,103

8,500

源

升

8,500

373

8,500

1,716

1,000

1.661

163β66

55

32,768

196,134

96,052

90,636

収支差引:

186,688

67,314

'57,868

度
算

年
予

3
初

年
予

4
ネ

R
当

立

度
算

年
予

3
ネ

計

計合

会

工

合

R
当

4
初

年
予

R
当

R
当
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頁

15

10

次

2

ロープウェイ

費

予算説明

ロープウェイ事業管理費

1 概要

長崎口ープウェイの適正な管理運営及ぴ利用者に対するサーピスの提供のため、長崎市が支
払う経費に関するもの。

利用料金制適用施設においては、新型コロナウィルス感染症の再拡大などの影響によって、

利用者数及び利用料金収入が減少することにより、運営経費に不足が生じ、ロープウェイ運営

に支障が出る懸念があることから、令和4年度にっいても令和3年度に引き続き、不足する

運営経費を指定管理者に対して支出するもの。

項

ロープウェイ

事業費

目

ロープウェイ

事業管理費

2 主な事業内容

番号

事

報償費(安全統括管理者1名)

1 -1

需用費(修繕半刃

業

手数料

(市有物件災害共済会分担金:2叫千円)

ロープウェイ

事業運営費

名

委託料

(除草委託:336干円、指定管理委託料:70,235千円※)

予算額

使用料及ぴ賃借料(ロープウェイ淵神社駅舎等土地借上料)

事項

※令和3年度債務負担行為設定

千円

84,4能

3 収支の算定

(1)令和3年度及ぴ令和4年度の収支算定

長崎口ープウエイは完全利用料金制の施設で、本来であれぱ固定納付金を毎年度 58,600

千円指定管理者が市へ納付するが、新型コロナウィルス感染症の影響による施設利用者数の

減少に伴い、利用料金収入が減少し、施設の運営経費に対する収入が不足することが想定さ
れることから、固定納付金については減額する。

(2)令和5年度以降の収支の再算定

令和3年度及び令和4年度上半期の概ね1年6ケ月の期間における利用実績を踏まえて再

算定を行ったうぇで、指定管理委託料又は固定納付金を改めて決定する。

き十

予算額(千円)

60

1,500

204

70,571

12,133

84,468

書

合

斜
 
1
 
舗



4 財源内訳

事業費

千円

84,4能

国庫支出金

千円

県支出金

5 事業実施の必要性とその効果

稲佐山への主要な交通手段である長崎口ープウェイの適正な維持管理、運営を行い、利用者

に対しより良いサービスを提供し、施設の適正な管理運営が図られることで、利用者の利便性

及び満足度の向上につながる。

財 源

千円

地方債

内

※口ープウェイ建物使用料(275千円)

ロープウェイ土地使用料(4千円)

ロープウェイ利用料金受入金(84,0部千円)

ロープウェイ電気使用料負担金a02千円)

ロープウェイ修繕料精算金 a 千円)

千円

沢

その他※

千円

84,468

一般財源

.

千円

16



'

.

頁 IF

2

ロープウェイ

費

予算説明

1 概要

市内宿泊施設等から口ープウェイ淵神社駅まで、観光客等をバスにより無料送迎する「夜景

観光推進事業」を実施している夜景観光推進実行委員会へ負担金を支出するもの。

2 事業内容

(1)実施主体夜景観光推進実行委員会(事務局:一般財団法人長崎口ープウェイ・水族館)

②運行方法等大型バスによる送迎(1日4便※次ページ参照)

③収支計画(案)

項

ロープウェイ

事業費

目

1

ロープウェイ

事業管理費

番号

長崎市

事

リージョナルクリエーション長崎・

長崎口ープウェイ事業共同体

1 -2

業

夜景観光推進事業

共催費負担金

雑収入(預金利息)

市内宿泊施設(4社)

名 予算額

収入

3 財源内訳

千円

22,釘4

事業費

22,974 千円

合計

1,300 千円

千円

22,974

バス借上料

4 事業実施の必要性とその効果

観光客等に対して、ロープウェイを利用して、世界新三大夜景に認定された稲佐山からの夜

景を気軽に眺望できる機会を創出することで、宿泊・滞在型観光の推進を図ることができる。

800 干円

国庫支出金

広告宣伝費

1千円

支出

印刷費

千円

警備委託料

24,648 千円

25,075 千円

県支出金

会議費

財

通信費

255 千円

諸雑費

千円

源

25千円

地方債

合計

75干円

内

21 千円

ロープウェイ利用料金受入金(22,974千円)

千円

1 千円

25,075 千円

50千円

その他

千円

22,974

一般財源

17

千円

害

訳

負
担
金
等

舛
・
 
1
 
邪



5 利用者実績

令和3年度

令和2年度

前年度比

令和3年度 869

1,181令和2年度

前年度比 '312

※運休実績

新型コロナウィルス感染症の感染拡大及ぴ口ープウェイ設備の整備実施による運休

・令和2年4月10日から 6月30日(82日間)

・令和3年1月20日から 2月7日(19日間)

・令和3年4月28日から 7月9日(73日間)

・令和3年8月10日から 9月12日(34日間)

・令和4年1月21日から 3月6日(45日間)

4月※

613

59

郭4

9月※

137

761

▲624

5月※ 6月※

10月 合計

6

7月

11月

1,531

1,780

'249

無料送迎サービスルート図及び時刻表

786

525

261

8月※

287

796

'5仭

1月※

690

106

584

12月

1,363

1,188

175

(単位:人)

運1子マッフ゜

長飴みなとメディカルセンター前

長港

"伽"'.生
ープウエイ稲佐岳駅 0

、
づ
0

ロープウェイ淵神社駅'

グ牙パ^

,10.停
グラパ^
能

6,276

6,396

'120

゛゛

バス時刻表

ロープウエ

佐毎

畏崎県典術館
■

ホテル
ベルビユー

＼ ホテルヘルヒユー長曲出島

3

4便

10.停,

各ホテルから
ロープウエイ淵神牡駅

19:00見

19:30宛

20:00尭

ロープウェイ滞神社駅
から各ホテル

豊賢雛

20:30鳧

セン,一前

蜘駅

19:05発

■往諮(位母口ーツウユ.イ■;申社駅へ)

ロープ0エイ
四神牡駅

便

19:35弗

ANA
ク"ンブ,ザ享,ル

πービル

20:05発

3

4便

20:35発

ザホテ1レ長田"レミアコレクション

19:08宛

ホデル
ユ^

19:38発

20:08宛

ホデル
エユー

20:38発

JR畏崎駅内バス停

20:37発

21:07発

21:37発

22:17発

19:15発

ホテルニユー長

n 嶋駅内

19:45発

20:15発

20:45発

20:39発

21:09発

壷

ザ.赤デ長
eWブレミア
コレクシ臼ン

21:39発

19:17発

22:19発

19:47発

ザ.京デ見

20:17発

20:47発

BWブレミア
コレウシヨン

19:20発

ホデル
ペルピユー
長鮭出島

22:22発

19:50発

20:20発

畏瞥口ープウエイ
訂神牡駅

20:50発

20:50発

21:20発
21:50発

19:25弗

邊務'

2230発

19:55"

センター前

20:25弗

20:55発

20:55発

2T:25弗

AN貞
ク,ウノブラザ亀テル
墨角グ,Hーヒル

21:55発

22:35発

20:58発

21:28弗

21:58発

22:38見

晃
発
発
見
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27,200
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・欠

予算説明

2

ロープウェイ

費

【単独】索道施設整備事業費

1 概要

ロープウェイ設備の適正な維持管理による利用者の安全性を確保するため、老朽化した設備
の改修を行うもの。

現地工事は閑散期の6月を予定しているが、令和5年度施工分にっいては、部品の製造等に

時間を要することから、契約を令和4年度に行う必要があるため、債務負担行為を設定する。

本契約に係る工事請求費の4割相当を前金払として令和4年度に予算計上する。

2 事業内容

(1)工事内容

ア令和4年度施工分

項

ロープウェイ

事業費

目

ロープウェイ

事業管理費

番号

事

2-1

業

【単独】索道施設

整備事業費

長崎口ープウェイ

設備

緊張索及び走行装置更新工事

名 予算額

イ令和5年度施工分

項目

主電動機更新工事

千円

43,500

支索シュー更新工事

項目

(2)委託料

ア鉄塔設備保守点検業務委託 6,200千円

(3)その他

ア需用費(青焼印刷費) 10千円

工事請負費

事業費(千円)

事業費(千円)

25,750

令和4年度

(前金分)

19,600

45,350

19,140

令和5年度

(債務負担行為分)

10,300

フ,850

18,150

15,450

19

11,750

書
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4)工事予定期間

ア令和4年度施工分

イ令和5年度施工分

3 財源内訳

事業費

令和3年10月から令和4年フ月まで

(製造は工場で行い、令和4年6月に現地工事予定。

令和4年9月から令和5年7月まで

(製造は工場で行い、令和5年6月に現地工事予定

千円

43,500

国庫支出金

千円

4 事業実施の必要性とその効果

ロープウェイ施設の適正な維持管理及ぴ設備の更新工事等を行っていくことにより、ロープ

ウェイ利用者の安全が確保される。

財

県支出金

千円

内源

地方債 ※1

千円

14,500

公営企業債充当率100%

観光施設整備基金繰入金

設備整備箇所

1)写真

主電動機(令和5年度施工)

※1

※2

訳

その他※2

千円

29,000

(交付税措置率

走行装置(令和4年度施工)

一般財源

千円

、、

%)

A

、
.
、
.＼

一

一

山

5
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1
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支索シュー(令和5年度施工)

(2)位置図

ξ
t-,

^.、
'^

平銜索緊張滑車

支索緊張滑車

支索(メインロープ)部分

平衡索(淵神社駅引き網)部分

主電動機

電動機(モーター)

原動滑車

重錘(おもり)

淵神社駅
(山麓留場)

'.、、

稲佐岳駅
(山頂停留)

/

'

・.^勿
':、、才

'^乞
,^iり

ントフ搬器

支索ソユー

佐岳駅引き網)部分

支索ンユー

サ

緊張索

運転室

.
'

'
声
一
匂

〆

/
゛'

ノ

一
゛



予算説明書頁

債務負担行為

32 ^

1 債務負担行為の目的

老朽化した口ープウェイ設備の整備工事にあたり、施設閑散期の6月に口ープウエイを運

休し、現地工事を予定しているが、整備部品等の製造に期間を要することから、整備工事の

履行期聞が2か年に渡るため、債務負担行為を設定するもの。

2 整備内容・スケジュール

(1)設備整備内容

鈴 長崎口ープウェイ設備整備事業

事項

主電動機交換工事

期

支索シュー交換工事

間

項目

令和5年度

( 2 ) スケジュール

限度額

令和4年9月~令和5年6月(約9か月)

、

令和5年6月~令和5年7月(約1か月)

3

、

財源内訳

工事請負費

千円

27,200

事業費

25,750

事業費(千円)

年度

19,600

令和4年度

(前金分)

45,350

千円

27,200

国庫支出金

10,300

令和5年度

(債務負担行為分)

フ,部0

18,150

千円

県支出金

財

15,450

源

千円

11,750

※1

※2

地方債※1

27,200

内

公営企業債充当率100%(交付税措置率

観光施設整備基金繰入金

内容

設備製造

現地工事

千円

9,000

その他※2

千円

18,200

一般財源

22

千円

%)

訳

合



支索シュー

設備整備箇所

1)写真

主電動機

(2)位置図

1 、支柱

、ー

支索シュー

支索シュー

平衡索(淵神社駅引き網)部分

支索(メインロープ)部

平衡索緊張;車

支素緊張;車

^ー
贄,

主電動機

鈴

凪勤機(モーター)

原動滑車

'

f子゜、

鐙錘(おもり)

淵神社駅
(山麓停留場)

稲佐岳駅

転室

(山頂停留場)

ゴンドラ(搬器)

、cf"

索 佐岳駅引き網)部分

'
■
無

1

、
・
.
愚
槌
、

、
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ー
.
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